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の下位の第 ３ 層（茶褐色土）上面近くまで重機による機械掘削を進めた。図 １ の南壁断面
では，重機掘削分を第 ２ ａ層，人為掘削分を第 ２ ｂ層としている。







すと思われる薄微な皺状の堆積の乱れを確認できることがある（図版 ４ － １ ）。また，調




第 ４ ａ～ ４ ｇ層は，古墳の周溝埋土で，これらについては第 ５ 節（ １ ）で詳述する。第 ４
ｈ～ ４ ｊ層は弥生土器を包含する黒褐色～黄灰色の粗砂質土。
　第 ５ 層は，弥生時代の前期末～中期初頭の土石流堆積物である黄色砂。最下部の粘土な
いしシルト（第 ５ ｆ層）から，細砂（第 ５ ｅ層），そして粗砂（第 ５ ｃ層）へと上方粗粒
化している。部分的には，細砂の上位で再びシルト（第 ５ ｄ層）になっている。残りのよ
い部分では，上面の標高が52.0ｍを超えたり，層厚も １ ｍ程度に達したりするが，西側以
外では層厚50㎝程度の残存である。また，条痕地の甕が第 ５ ｅ層から（図版 ４ － ３ ），櫛
描文の壷形土器が第 ５ ｆ層上面で，それぞれ出土している。なお，西辺では最上部がわず






　第 ５ 層の下位には，灰色を呈する砂質土（第 ６ ａ層）および粘質土（第 ６ ｂ層）が調査
































　⑴ 遺　　構（図版 ２ ・ ４ ・ ５ ，図 ３ ・ ４ ）
ＳＸ48　　暗茶褐色砂質土（第 8 層）の掘削中に，調査区東辺で土器破片が比較的まと
まって出土した（図 ３ ）。残存率が ３ 割程度の同一個体と思われる篠原式の深鉢（Ⅰ ２ ）
で構成される。直径 １ ｍほどの広がりの中で，立位の破片もあったが，全体を包括するよ
うな明瞭な落ち込みは見られなかった。また，大破片の下には，多少黒ずんだ部分があっ











数の墳砂も検出できた（図版 ４ － ４ ，図 ４ ）。ドーナツ状のくぼみには，西壁で断面を観








　Ⅰ １ ～Ⅰ ３ は，およその法量のわかる土器。Ⅰ １ は，内外面ナデ調整の無文土器で，灰
色粘質～砂質土（第 ６ 層）から出土した。器形や口縁端部の特徴から，後期のものと思わ












　⑴遺　　構（図版 ３ ～ ５ ，図 ６ ～ ９ ）
前期末中期初頭の旧地表面　　黄色砂に覆われていた灰色の砂質～粘質土（第 ６ ａ・ｂ
層）の上面は，調査区全体で30㎝程度の比高差で南西方向に傾斜していると言えるが，基

















　また，調査区西北部では，おもに北東から南西方面へはしる ３ ～ ４ 条の流路（ＳＲ ２ ほ
か）を確認した。これらの流路も，220地点ＳＲ ４ から南西方向に分岐したものの延長と
思われる。埋土は，最下部に灰白色粗砂（第 7 ｂ層）も認められるが，主体は黄色砂で，







も液状化を確認しており（図版 ４ － ５ ），この段差はさらに中世の包含層にも影響を与え
ていることが南壁断面で確認できるので（図版 ４ － ２ ），これらは後世の地震による地層
変形と判断する。暗茶褐色砂質土（第 8 層）の上面の地層変形と同一原因かもしれない。
中期の方形周溝墓　　土石流堆積物の上位では，調査区西北部で古墳時代の方形墳（ 8
号墳）に切られる一辺約 8 ｍの方形周溝墓を検出した（図 7 ）。主体部は残存しない。当初







































　調査区東南隅では，暗黒褐色土から暗灰褐色砂質土（第 ４ ｈ・ ４ ｉ層）にかけて，第Ⅲ
様式の壷の破片が散漫な状態で出土した（Ⅰ23）。調査区壁面にも破片が残っていたので，
できるだけ回収したが，破片の分布の中心は調査区外と思われる（図版 ５ － ６ ）。
土 石 流　　黄色砂（第 ５ 層）からは，調査区東壁中央付近の最下部に近いシルト（第
５ ｆ層）では胴部の残りのよい壷が（Ⅰ17），調査区西辺の中世の溝ＳＤ ２ の側面の細砂（第
５ ｅ層）では同一個体と思われる甕の複数の大型破片（Ⅰ18）が，それぞれ出土した（図





























































































































粒はサイズが大きく含有率も高い（第 ４ ａ～第 ４ ｃ層）。埴輪のほとんどはこの層群から
出土した。また埴輪は，東周溝では墳丘側から堆積したことが断面観察でよくわかったが
（図版 8 － １ ），面的に掘り下げる時には，どちらの周溝でも墳丘側から落ち込むような
分布的傾向を認識しづらかった。
　中層は暗黄灰色砂質土。包含される花崗岩粒は，サイズが小さくなる傾向にあり，含有
比は高くなるが，粒径が数㎜程度に達するものの含有率はやや下がる（第 ４ ｄ～第 ４ ｅ層）。
東周溝では，墳丘側に粒度の大きいものが目立つ（第 ４ ｄ層）。なお，第 ４ ｄ層と第 ４ ｅ
層とでは，堆積の先後関係を決めがたい。埴輪はほとんど出土しない。
　下層は黄灰色砂質土で，花崗岩粒の比率が相当に高くなるが，粒径数㎜程度のものはほ
とんど含まれない（第 ４ ｆ～第 ４ ｇ層）。下層の標高では，地山の黄色砂が粒径の小さい


















層群では，上半（第 ４ ａ・ ４ ｂ層）からは少量の埴輪の出土にとどまるが，下半（第 ４ ｃ
層）からは，接合する須恵器甕の小破片 ２ 点と， １ 個体分の摩滅した土師器甕（Ⅰ36）の
細片約30点とともに，多量の埴輪片が出土した（図版 ６ － ２ ）。埴輪片は，墳丘側から流





は，ホームベース状に並んで ５ 組出土した（図版 7 － １ ・ ２ ，図14）。北の １ 組は（Ⅰ25
とⅠ26），略方形をなすほかの ４ 組の南北中軸線より数㎝東へずれている。およそ方形を





のヘラ記号と思われる浅い刻線があり，それは北北西を向いていた。 ５ 組のうち，北の １
組と，西北の １ 組（Ⅰ27とⅠ28）は，蓋と身の天地が逆転している。
　この ５ 組の蓋杯の ５ ㎝上位で西側の ２ 組より20㎝ほど西方からは，口縁が西側（＝墳丘
側）を向いて横倒しになった状態で須恵器壷（Ⅰ35）が出土している（図版 7 － ３ ，図 7 ）。
この壷は，底部のわずかなひずみと口縁の厚みゆえか，正位ではなく横位で安定する。ま
た蓋杯の50㎝ほど北方からは，先端が南を指し刃部が東を向いた状態で鉄製刀子（Ⅰ37）
が出土している（図版 7 － ４ ，図 7 ）。
　南 周 溝　　西端は調査区外にあり，調査区内では10ｍを発掘できた。上層群の上半（第
４ ａ層）からは，すべて接合する １ 個体分の の体部破片 ６ 点が，後述するエリア 8 でお
もに出土したが（Ⅰ41），埴輪の出土量は少ない。下半の第４ｃ層に埴輪は集中する（図








っとも西で確認した人頭大のまとまりは，西の縁をＳＫ ４ に切られる（図版 7 － ５ ）。こ
の人頭大のまとまりの下部からは，内外面や破断面に赤色顔料が付着している甕の胴部破
片 ６ 点が出土し（図15），いずれも接合した。この甕の分布の西縁は，中世の土坑ＳＫ ４
の範囲に収まるようで，破片の多数はその埋土に包含されていた（Ⅰ37）。
　もう一個体の壷は，中央よりやや東側で，多くの破片が内面を上向けに出土した（図版
7 － ６ ，図16）。下位に赤色顔料のまとまりのある破片でも破断面に顔料は付着していない。











がエリア １ ，さらに2.5ｍ分がエリア ２ ，そこから断面観察畔までの ４ ｍは ２ 分してエリ
ア ３ および ４ ，幅 ２ ｍの畔をエリア ５ ，畔から南の ２ ｍをエリア ６ とした。東南隅の約 ３
ｍ四方をエリア 7 として，そこから西へ， ２ ｍごとにエリア 8 ， ９ ，10，そして最後に西
縁までの ３ ｍをエリア11とした。これらのエリアでは，原則的にエリア内をさらに ２ 分し
て約 １ ｍ単位ごとに回収したが，東南隅は遺物が少なかったので（図版 8 － ５ ），エリア
7 については全体で一まとまりとした。
　東周溝（エリア １ ～ 7 ）では，各エリアについて，周溝の立ち上がりのラインを明確に
確定するまでと確定した後との ２ 回に分けて掘削した。およそ，第 ４ ａ層が １ 回目で第 ４
ｂ・ ４ ｃ層が ２ 回目に相当する。南周溝（エリア 8 ～11）では，既に周溝の肩が検出でき































10～11である。 ３ 条突帯のものはこのほかに少なくとも １ 個体あり，そのおもな破片分布
域もエリア ９ なので，いずれも基本的に家形埴輪より西からの出土である。
　Ⅰ45は，家形埴輪の東のエリア 7 西半で，周溝よりもやや外側東方から，口縁を西方に












































































































































　南周溝ではこのほかにも，朝顔形埴輪の破片分布域がエリア 7 ～ 8 ， 8 ～10，11のそれ
ぞれにあり， ３ 個体は存在する。また，円筒埴輪も突帯が ４ 条と思われるものの破片分布
域が，エリア 8 ～ ９ で焼成の悪いものを含み ２ 個体前後分，エリア ９ ～10でも ２ 個体前後
分，エリア10～11で ４ 個体前後分，それぞれある。以上，10ｍ分を調査した南周溝では，













　Ⅰ49は，エリア ４ ・ ５ から出土した破片を主体に接合しているが，破片分布域の南北間
距離は ４ ｍを超える。Ⅰ50の朝顔形埴輪ではおもに，口縁側の外反部のまとまりはエリア
３ に，体部のまとまりはエリア ４ に，そして底部のまとまりはエリア ３ ～ ４ に，それぞれ
認められる。周溝内に堆積するまでに，すでに少なくとも ２ つの部分に別れていたことが
推測される。Ⅰ51は， ５ 条突帯と思われる円筒埴輪で，口縁部側のまとまりはおもにエリ
ア ４ だが，下半部から底部にかけてはエリア ３ ～ ６ にいたるので破片分布域の南北間距離
は ４ ｍを超える。
　このほかに東周溝には，エリア １ ～ ６ までで少なくとも15個体前後の破片が群在する。
その中には，エリア ３ におもな破片分布域をもつ朝顔形埴輪や，エリア ４ におもな破片分
布域をもつ ５ 条突帯の可能性のある円筒埴輪，エリア ５ におもな破片分布域をもつ ４ 条突
帯で ３ 段に透かし孔をもつ円筒埴輪，エリア ５ 南半～ 7 におもな分布域をもつ焼成の悪い
円筒埴輪も含まれる。焼成のあまり良くない破片は，おもにエリア ５ ～ 7 に ４ 個体前後が
分布するほか，エリア １ にも １ 個体前後ある。なお， ３ 条突帯の個体は確認できない。
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　ⅱ 吉田二本松 ９ 号墳






サイズが大きく（第 ４ ａ・ ４ ｃ層），下半は黄灰色砂質土で（第 ４ ｄ・ ４ ｅ・ ４ ｆ層），花
崗岩粒は上半に比べてサイズが小さく含有率も低い傾向にある（図版 ９ － ２ ）。埴輪は出
土せず，葺石もなかったと思われる。北の周溝の中央付近には，底面から40㎝ほど高くな
っている渡り土手があり，上面で幅60㎝，底部で幅130㎝を測る。
遺物の出土状況　　北の周溝で ５ 点の遺物が出土した（Ⅰ52～Ⅰ56）。渡り土手の約 １
ｍ西側の周溝底面近くから，北側から順に，須恵器の杯身（Ⅰ53）と大型の （Ⅰ54），























































　古墳時代の遺物は， 8 号墳と ９ 号墳に帰属する遺物のほかには，後世の地層からの，須
恵器杯蓋や ５ 世紀前半の家形埴輪と思われる埴輪の細片で，合計でも数点にとどまる。
8 号墳出土遺物（Ⅰ25～Ⅰ51）　　Ⅰ25～Ⅰ34は，東周溝底面付近から並んで出土した













































































































































　⑴  １ 期の遺構（図版 ３ － ２ ，図28）
　中世の遺構にかんしては， １ 期と ２ 期にわけて説明していく。ちなみに， １ 期は１段撫
で手法Ｄ類， ２ 期は １ 段撫で手法Ｅ類が主体を占める時期となり，前者は13世紀代，後者
は14世紀代におおむね相当する。
















土　　坑　　出土遺物から，ＳＫ １ ～ ３ ，ＳＫ10・11がこの時期に属する土坑と考えら
れる。それらのうち，ＳＫ10はＳＥ11のほぼ北側に位置する隅丸方形の土坑。検出面から
の深さは約0.5ｍをかぞえる。




鍋の破片がかたまっていた。Ｄ ６ 類の土師器皿 １ 点が確認されているので，この時期のも
57





　⑵  ２ 期の遺構（図版 ３ － ２ ，図28）

















井　　戸　　調査区北西隅のＳＥ １ ，中央のあたりのＳＥ 7 がこの時期のものに相当す
る。
　ＳＥ １ は円形の石組井戸で，掘形は径約 ４ ｍの大きな円形を呈する。石組は高さが ３ ｍ
ほど残存していた（図版10－ ４ ）。井筒の下部には ２ 段の方形木枠が確認され，その下か
らは水を溜める桶を設置していたと思われる円形のくぼみが検出された。そのうちから
Ｅ １ 類の土師器皿 １ 点が出土している。井戸底の標高は46.32ｍである。
　ＳＥ 7 も同じく円形の石組井戸で，長軸約3.5ｍ，短軸約2.5ｍの楕円形の掘形をもつ（図
版10－ ５ ）。その埋土よりＥ ３ 類の土師器皿などがみつかっている。井筒の下部から ２ 段の
方形木枠が検出され，その下には曲物をおいていたとみられる円形の水溜がともなってい
た。井戸底の標高は47.76ｍをはかる。













土 器 溜　　調査区北西部のＳＸ １ ，中央北辺のＳＸ ２ ・22・28（図版12－ １ ），中央
南端のＳＸ ３ ，中央付近のＳＸ ５ ・ ６ ・32，東辺のＳＸ11（図版11－ ２ ），中央やや西寄
りのＳＸ23・30（図版11－ ３ ），南東部のＳＸ34（図版12－ ２ ）・36（図版11－ ４ ）・37，
北東部のＳＸ41（図版12－ ３ ）が相当する。
　ＳＸ １ およびＳＸ36は，土師器皿が重ねおかれた状態で検出された（図版10－ ６ ・11－
４ ）。また，ＳＸ ２ にかんしては，当初ひろがっていた土師器（図版11－ １ ）をとりあげ
ていくと，最終的には平面が東西約0.7ｍ，南北約1.5ｍの長方形の範囲で，深さが約0.4
ｍのところにまで土師器がつまっていたのが確認された。
陶 器 溜　　調査区南東部のＳＸ ９ ・10・12・15・16・17（図版11－ ５ ）・18・20・35
および南西部のＳＸ31が属する。いずれも常滑焼ないしは備前焼の甕の破片がかたまって
いた。けれども，完形に復元することはすべてかなわなかった。口縁部の破片などから，
ＳＸ ９ ・12・15～18・31・35には １ 個体分，ＳＸ10には ２ 個体分（図版13－ １ ），ＳＸ20






































４ ｍほど，東西が ３ ｍ強になるかと思われる。
　図28に示したもののうち，調査区南東部のＳＸ14・19・38，中央やや南側のＳＸ27，東
61












ＳＤ 4出土遺物（Ⅰ58～Ⅰ82）　　Ⅰ58～Ⅰ63は土師器小皿。Ⅰ58～Ⅰ60はＤ ２ 類，Ⅰ
61はＤ ３ 類，Ⅰ62・Ⅰ63はＤ ６ 類。Ⅰ64～Ⅰ74は土師器皿。Ⅰ64は ２ 段撫で手法のＣ ５ 類，
Ⅰ65～Ⅰ67は乙訓在地形，Ⅰ68はＤ ２ 類，Ⅰ69はＤ ３ 類，Ⅰ70は乙訓在地形，Ⅰ71・Ⅰ72は














胎で，浅黄橙色を呈する。体部内面下半には ２ 条の沈線がめぐり，底部内面には １ 本の花
が刻まれているものと思われる。体部は丸みをおび，口縁端部は玉縁状となる。13世紀末
から14世紀初頭ごろに作られたと考えられる。
　底部外面には，中央に近いところに ２ 文字，端のあたりに ２ 文字の墨書が確認される。
前者の １ 文字目は「福」，後者の １ 文字目は「升」の可能性が高い。
　Ⅰ100は青磁椀。オリーブ黄色を呈し，底部外面を露胎とする。
　ＳＥ11出土遺物（Ⅰ101～Ⅰ103）　　Ⅰ101は「て」字状口縁手法のＢ２ 類，Ⅰ102・Ⅰ




ＳＫ 1出土遺物（Ⅰ104～Ⅰ106）　　Ⅰ104はＤ ２ 類の土師器小皿。Ⅰ105・Ⅰ106は白色
系の土師器椀。前者の口縁部分には「ヽ」の墨痕が認められる。
ＳＫ 2出土遺物（Ⅰ107・Ⅰ108）　　Ⅰ107はＤ ４ 類の土師器小皿。Ⅰ108はＤ ３ 類の土師
器皿。
ＳＫ 3出土遺物（Ⅰ109～Ⅰ118）　　Ⅰ109～Ⅰ112はＤ ３ 類の土師器皿。Ⅰ113～Ⅰ115
はＣ ５ 類，Ⅰ116～Ⅰ118はＤ ３ 類の土師器皿。
ＳＫ1０出土遺物（Ⅰ119～Ⅰ135）　　Ⅰ119～Ⅰ121はＣ ３ 類，Ⅰ122はＤ ５ 類の土師器小皿。










ＳＸ 4出土遺物（Ⅰ138～Ⅰ140）　　Ⅰ138・Ⅰ139はＤ ３ 類，Ⅰ140はＤ ４ 類の土師器小皿。
ＳＸ42出土遺物（Ⅰ141～Ⅰ143）　　Ⅰ141・Ⅰ142は乙訓在地形の土師器皿。Ⅰ143は
土師器受皿。







　Ⅰ155～Ⅰ159はＣ ３ 類，Ⅰ160～Ⅰ162はＣ ４ 類，Ⅰ163～Ⅰ165はＣ ５ 類，Ⅰ166～Ⅰ168は
Ｄ２ 類，Ⅰ169～Ⅰ175はＤ ３ 類，Ⅰ176・Ⅰ177はＤ ５ 類，Ⅰ178・Ⅰ179はＤ ６ 類の土師器小皿。
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Ⅰ180・Ⅰ181はＣ ３ 類，Ⅰ182はＣ ４ 類，Ⅰ183～Ⅰ185はＣ ５ 類，Ⅰ186・Ⅰ187はＤ ２ 類，Ⅰ

















　ＳＤ ６出土遺物（Ⅰ222～Ⅰ228）　　Ⅰ222・Ⅰ223はＥ１ 類の土師器小皿。Ⅰ224はＥ ２ 類，
Ⅰ225・Ⅰ226はＥ ３ 類の土師器皿。Ⅰ227・Ⅰ228は白色系の土師器椀。




235はＤ ３ 類，Ⅰ237はＤ ５ 類，Ⅰ238・Ⅰ239はＤ ６ 類の土師器小皿。Ⅰ239の見込みには，指
で撫でた痕跡が明瞭に認められる。Ⅰ240はＣ ５ 類，Ⅰ241・Ⅰ242は乙訓在地形，Ⅰ243は
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図38 ＳＥ １ 木枠内出土遺物（Ⅰ256～Ⅰ258土師器），ＳＥ １ 石組内出土遺物（Ⅰ259～Ⅰ265土師器，
Ⅰ266瓦器，Ⅰ267～Ⅰ269古瀬戸，Ⅰ270白磁），ＳＥ １ 掘形出土遺物（Ⅰ271・Ⅰ272土師器，
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ＳＫ ９出土遺物（Ⅰ291～Ⅰ318）　　ＳＫ ９ の埋土からは多くの土師器が出土している。
口縁部が1/6以上残るものはあわせて118点で，そのうちＤ類・Ｅ類の小皿・皿は53点と57
点，白色系の椀は 8 点をかぞえる。それらのなかから24点をえらんで図に示した。
　Ⅰ291～Ⅰ295はＤ ２ 類，Ⅰ296はＤ ６ 類，Ⅰ297～Ⅰ300はＥ １ 類，Ⅰ301・Ⅰ302はＥ ２ 類の
土師器小皿。Ⅰ294は見込みに指で撫でた痕跡が明瞭にみうけられる。Ⅰ303はＤ２ 類，Ⅰ







みには指で撫でた痕跡がはっきりとみうけられる。Ⅰ321はＥ２ 類，Ⅰ322はＥ ３ 類の土師器
皿。Ⅰ323～Ⅰ328は白色系の土師器くぼみ底小椀。Ⅰ329～Ⅰ331は白色系の土師器椀。




　Ⅰ332～Ⅰ346はＥ １ 類，Ⅰ347はＥ ３ 類の土師器小皿。Ⅰ339・Ⅰ340・Ⅰ342・Ⅰ346は見
込みに指で撫でた痕跡が認められる。また，Ⅰ332は底部内面から体部内面の一部にかけて，
Ⅰ336は内面全体に煤が付着する。Ⅰ348～Ⅰ362はＥ １ 類，Ⅰ363～Ⅰ367はＥ ３ 類の土師器皿。
Ⅰ354・Ⅰ362は見込みに指で押さえた痕跡がみうけられる。Ⅰ368～Ⅰ377は白色系の土師
77
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ＳＸ 3出土遺物（Ⅰ394～Ⅰ402）　　Ⅰ394・Ⅰ395はＥ １ 類，Ⅰ396はＥ ２ 類の土師器小皿。
Ⅰ395は口縁端部の ２ ヵ所に煤が付着している。Ⅰ397～Ⅰ401はＥ ３ 類の土師器皿。Ⅰ402
は白色系の土師器椀。
　ＳＸ ５出土遺物（Ⅰ403～Ⅰ410）　　Ⅰ403～Ⅰ407はＥ １ 類，Ⅰ408はＥ ３ 類の土師器小皿。
Ⅰ403は見込みに指で撫でた痕跡がはっきりと認められる。Ⅰ409はＥ １ 類の土師器皿。Ⅰ
410は白磁小壺。胴部下半に文様がみうけられる。






　Ⅰ419はＥ １ 類，Ⅰ420～Ⅰ422はＥ ３ 類の土師器皿。Ⅰ419は口縁端部の大半に煤が付着し
ている。Ⅰ423～Ⅰ425は白色系の土師器くぼみ底小椀。Ⅰ426・Ⅰ427は白色系の土師器椀。
Ⅰ426は口縁端部をつまみあげている。
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・くぼみ底小椀・椀が ４ 点・ ５ 点・30点となる。それらのなかから41点をひろいあげて図
に掲げた。
　Ⅰ503・Ⅰ504はＥ １ 類，Ⅰ505～Ⅰ512はＥ ２ 類，Ⅰ513はＥ ３ 類の土師器小皿。Ⅰ514～Ⅰ
516はＥ １ 類，Ⅰ517～Ⅰ520はＥ ２ 類，Ⅰ521～Ⅰ528はＥ ３ 類の土師器皿。Ⅰ529・Ⅰ530は白
色系の土師器小椀。Ⅰ531～Ⅰ534は白色系の土師器くぼみ底小椀。Ⅰ535～Ⅰ543は白色系
の土師器椀。
ＳＸ3６出土遺物（Ⅰ544～Ⅰ547）　　Ⅰ544はＥ １ 類の土師器小皿。Ⅰ545はＥ １ 類，Ⅰ
546はＥ ２ 類の土師器皿。Ⅰ547は白色系の土師器椀。
ＳＸ37出土遺物（Ⅰ548～Ⅰ554）　　Ⅰ548・Ⅰ549はＥ １ 類の土師器小皿。Ⅰ550はＥ １ 類，
Ⅰ551はＥ ３ 類の土師器皿。Ⅰ552は白色系の土師器小椀。Ⅰ553は白色系の土師器くぼみ底
小椀。口縁端部をつまみあげている。Ⅰ554は白色系の土師器椀。













底小椀・椀が ２ 点・19点，受皿が １ 点をかぞえる。それらのなかから18点をえらんで図に
示した。
　Ⅰ555～Ⅰ558はＥ １ 類，Ⅰ559はＥ ２ 類，Ⅰ560はＥ ３ 類の土師器小皿。Ⅰ556は口縁端部の
































































































押印文がめぐっている。第 ２ 段階 7 型式期のものに相当し，14世紀前半の作と考えられる。





















ピット出土遺物（Ⅰ631～Ⅰ660）　　Ⅰ631はＣ ４ 類，Ⅰ632～Ⅰ634はＤ ２ 類，Ⅰ635はＤ ４ 類，
Ⅰ636はＤ ６ 類，Ⅰ637はＥ １ 類，Ⅰ638はＥ ３ 類の土師器小皿。Ⅰ637は見込みに指で撫でた
痕跡が明瞭に認められる。Ⅰ639はＤ ２ 類，Ⅰ640はＤ ３ 類，Ⅰ641は乙訓在地形，Ⅰ642～Ⅰ









　Ⅰ661はＤ ２ 類，Ⅰ662はＤ ３ 類，Ⅰ663はＤ ５ 類，Ⅰ664～Ⅰ669はＥ １ 類の土師器小皿。Ⅰ










































































部へと連なっている。肩部には型作りの耳が ４ つ貼り付けられている。向かい合う ２ つの










































































































































　第 ３ 層（茶褐色土）上面で遺構検出をおこなうと（図65），東北辺では東に ５ °振れて南









































































































　第 ９ 層（黄褐色シルト～細砂）からその直上の第 8 層（暗茶褐色砂質土）へは，一挙性
の堆積ではないが，土壌化のあまり進んでいない状態で上方粗粒化していることがわかる。








は褐色を呈するようになったと考えられる。その間ないしその後に，大流路やＳＲ １ ～ ３
などの流路が本調査区をはしり，その水流が，流路内に第 7 ａ層（青灰色シルト～細砂）
として細粒物を堆積させたり，調査区全体にあふれて第 ６ ｂ層（灰色粘質土）の母体とな
る細粒物を堆積させたりした。第 ６ ｂ層の上位には，第 ９ 層から第 8 層への展開と同様，

























ち上がりを確認した。北の １ 組を除いておよそ方形をなす ４ 組は，いずれも方形の中心に
向かってやや傾く。 ５ 組のうち，北の １ 組と西北の １ 組は，天地が通常と逆で蓋に身を被































坑ＳＫ ４ に切られる。そして，そのまとまりの下部，ＳＫ ４ との境界付近から出土した ６
点の土師器片では，内外面と破断面に顔料が付着しているものもあり，また， １ 点は別の





































吉田二本松 8号墳の位置づけ　　吉田二本松古墳群ではこれまで 7 基の古墳が確認され
ており，いずれもＴＫ23・47段階（ ５ 世紀後半ごろ）である〔伊藤2010〕。今回検出され




8 号墳の主体部の被葬者は，ほかの 8 基の被葬者より社会的に上位だったと言えよう。


































いＳＸ ２ では，口縁部が1/6以上残るもののうち，Ｅ １ 類の土師器小皿が ３ 点（Ⅰ332・Ⅰ
336），Ｅ １ 類・Ｅ ３ 類の土師器皿が ２ 点と １ 点，白色系の土師器椀が １ 点の合計 7 点が確認
されている。したがって，それら土器溜にかんしては，夜間における飲食の際に土師器が
用いられ，それが終了したのちにまとめて廃棄されるにおよんだとも推想される。
　くわえて，留意すべきは，本調査区の南東部から陶器の甕が少なからずみつかっている
小 結
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点だ。前にふれたように，ＳＸ13の常滑焼の埋甕のほかに，土坑ＳＫ 7 やＳＸ20といった
陶器溜から常滑焼や備前焼の甕の破片が出土している。また，その茶褐色土落ち込みから
も常滑焼の甕の一部（Ⅰ711）がとりあげられている。
　これら事例を勘案すると，本調査区内にこの時期，邸宅が存していた蓋然性はすこぶる
高いと考えられるのではなかろうか。甕の出土量にもとづくに，食料や飲料などを貯えて
おくための建物が南東部にもうけられていたことがうかがわれる。
　ちなみに，本調査区からは，柱穴と思われるものがたくさんみつかっている。けれども，
残念ながら建物や柵列を確定することはかなわなかった。また，瓦の出土量が少ないこと
から，そうした建物が瓦葺きであったとはとうてい考えがたい。
　これまで，吉田南構内から検出された中世の遺構をめぐっては，勧修寺流吉田氏および
吉田神社との関係で説明されることが少なくない。けれども，吉田地域にはそれら以外の
貴族の邸宅などが相当に営まれていたことはまずまちがいあるまい。文献史料からは，割
合に多くそれらをひろいだすことが可能となる。したがって，本調査区でみつかった遺構
を特定の人物や氏，社寺などに結びつけていくことはなかなかむずかしいといえる。
　なお，福山敏男氏は，応仁の乱以前の吉田神社の鎮座地について，吉田南構内に位置し
ていたと推測している〔福山1984〕。しかしながら，本調査区において神社とおぼしき遺
構はまったく検出されなかった。
　発掘調査と資料整理は，冨井と笹川が担当し，磯谷敦子，柴垣理恵子，長尾怜，荒田敬
介，河野葵，貴志真生也，上月克巳，坂川幸祐，下川澄子，鈴木健吾，高木康裕，高原洋
子，西田陽子，水谷正人，杢佐和子が補佐した。なお，古墳時代の遺構と遺物について，
宇野隆志（奈良県立橿原考古学研究所），片山健太郎（本学文学研究科博士課程），河野正
訓（東京国立博物館），下垣仁志（立命館大学），高橋克壽（花園大学），土生田純之（専
修大学），藤沢敦（東北大学），山本亮（本学文学研究科博士課程），吉井秀夫（本学文学
研究科），和田晴吾（立命館大学）の各氏から，弥生時代の遺構と遺物について，深澤芳
樹（奈良文化財研究所），森岡秀人（芦屋市教育委員会），若林邦彦（同志社大学）の各氏
から，縄文土器について長田友也氏（中部大学）から，堆積物について竹村惠二氏（本学
理学研究科）から，有益なご助言をいただいた。記して謝意を表します。
〔注〕　
（ １ ）　発掘調査現地説明会の時点で巫女とみなした破片は，接合作業により，馬の左手綱と判明した。
